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(57)【要約】
【課題】バックを折り畳むことなくポケット形袋に代わ
る筒形袋にワンアクションでコンパクトに仕舞うことの
できるショッピング用携帯バックを提供する。
【解決手段】手提げ紐付きのバックと、そのバックを引
き込んで収納する筒形袋と、バックを筒形袋に引き込み
可能に双方を連係する一対の引き紐とからなり、バック
の内面にそれぞれの引き紐の通し帯を幅中央に沿って止
着し、通し帯の上端から引き出された引き紐の基端をバ
ックの上端部に止着してあって、通し帯の下端から引き
出された両引き紐は、筒形袋に筒口から挿入され袋底か
ら外へ引き出されており、袋底の引出口から引き紐をさ
らに引き出し可能に、筒口が持ち手となるように筒口に
リング状の口輪を入れて着設し、バックを裏返しにおい
て筒形袋に引き込み得るように構成した。
【選択図】　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　手提げ紐付きのバックと、そのバックを引き込んで収納する筒形袋と、バックを筒形袋
に引き込み可能に双方を連係する一対の引き紐とからなり、バックの内面にそれぞれの引
き紐の通し帯を幅中央に沿って止着し、通し帯の上端から引き出された引き紐の基端をバ
ックの上端部に止着してあって、通し帯の下端から引き出された両引き紐は、筒形袋に筒
口から挿入され袋底から外へ引き出されており、袋底の引出口から引き紐をさらに引き出
し可能に、筒口が持ち手となるように筒口にリング状の口輪を入れて着設し、バックを裏
返しにおいて筒形袋に引き込み得るように構成したことを特徴とするショッピング用携帯
バック。
【請求項２】
　両手提げ紐付きのバックと、そのバックを引き込んで収納するよう使用形態ではバック
の底に伏しておかれる筒形袋と、バックを筒形袋に引き込み可能に双方を連係する前後一
対の引き紐とからなり、バックの前後両側内面にそれぞれの引き紐の通し帯を幅中央に沿
って逢着し、通し帯の上端から引き出された引き紐の基端をバックの上端部に止着してあ
って、通し帯の下端から引き出された両引き紐は、筒形袋に筒口から挿入され袋底から外
へ引き出されており、袋底の引出口から引き紐をさらに引き出し可能に、筒口が持ち手と
なるようにそこにリング状の口輪を入れて着設する一方、引き紐の先端に持ち手に対して
引く摘み手を設けてあって、バックを裏返しにおいて筒形袋に引き込み得るように構成し
たことを特徴とするショッピング用携帯バック。
【請求項３】
　口輪が楕円形に近く左右に長い形状に形成され、その幅広い前面に上部において左右一
対のボタンを目として、下部の中央に一のボタンを口として取り付け、筒形袋にバックを
収納した形態において、筒口に未納に突出する一対の手提げ紐が耳となって全体的に顔が
象形されるように構成したことを特徴とする請求項１または２記載のショッピング用携帯
バック。
 
 
 
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、スーパーマーケット等で商品を購入する際に、レジで手提げ袋（ビニール
袋）の提供を受けないで間に合わせるために持ち込むショッピング用携帯バックに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　スーパーマーケットでは、一般的に、レジで精算した買物かごの商品にそれを持ち帰る
便宜にビニール袋が添えられる。このビニール袋は無料で提供されるけれども、リサイク
ルのために家庭では分別してごみの日に出さねばならない煩雑さがあった。また、ゴミの
入れ物等として燃えるゴミと一緒に出されて最終的に焼却処分される割合も非常に多いた
め、一方ではリサイクルが果たされないばかりか地球環境の汚染を招く等の問題もあった
。そこで、富山県等のようにビニール袋を有償としてその使用を抑制する対策をとってい
る自治体もある。
【０００３】
　ビニール袋についてのこのような省資源や地球環境保全の意識の向上から、あるいは自
治体の対策に応じて、ビニール袋に代えて個人的にショッピング用携帯バックの使用が多
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くなっている。そして、携帯に便利にコンパクトに納まるように多くの提案がなされる。
特許文献１に記載のものは、その代表例であって、布地からなるバックに一対の手提げ紐
を取り付けることにより手提げバックとするとともに、バックにそれを仕舞うポケット形
袋を取り付けたものであった。
【特許文献１】特許第３２２０９０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のような従来のショッピング用携帯バックによれば、バックを仕舞うポケット形袋
がそれと不離一体であるので、ポケット形袋を紛失することなくそれにバックを仕舞うこ
とができるが、そのときにはバックを袋に入るように縦横に小さく折り畳む必要があるた
めにその操作が面倒であった。
【０００５】
　この発明は、上記のような実情に鑑みて、バックを折り畳むことなくポケット形袋に代
わる筒形袋にワンアクションでコンパクトに仕舞うことのできるショッピング用携帯バッ
クを提供することを課題とした。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、この発明は、手提げ紐付きのバックと、そのバックを引
き込んで収納する筒形袋と、バックを筒形袋に引き込み可能に双方を連係する一対の引き
紐とからなり、バックの内面にそれぞれの引き紐の通し帯を幅中央に沿って止着し、通し
帯の上端から引き出された引き紐の基端をバックの上端部に止着してあって、通し帯の下
端から引き出された両引き紐は、筒形袋に筒口から挿入され袋底から外へ引き出されてお
り、袋底の引出口から引き紐をさらに引き出し可能に、筒口が持ち手となるように筒口に
リング状の口輪を入れて着設し、バックを裏返しにおいて筒形袋に引き込み得るように構
成したことを特徴とするショッピング用携帯バックを提供するものである。
【０００７】
　また、第２の発明としてさらに、両手提げ紐付きのバックと、そのバックを引き込んで
収納するよう使用形態ではバックの底に伏しておかれる筒形袋と、バックを筒形袋に引き
込み可能に双方を連係する前後一対の引き紐とからなり、バックの前後両側内面にそれぞ
れの引き紐の通し帯を幅中央に沿って逢着し、通し帯の上端から引き出された引き紐の基
端をバックの上端部に止着してあって、通し帯の下端から引き出された両引き紐は、筒形
袋に筒口から挿入され袋底から外へ引き出されており、袋底の引出口から引き紐をさらに
引き出し可能に、筒口が持ち手となるようにそこにリング状の口輪を入れて着設する一方
、引き紐の先端に持ち手に対して引く摘み手を設けてあって、バックを裏返しにおいて筒
形袋に引き込み得るように構成したことを特徴とするショッピング用携帯バックを提供す
るものである。
【０００８】
　ショッピング用携帯バックを上記のように構成したから、バックを筒形袋に収納して仕
舞った状態で携帯してスーパーマーケットで商品を購入し、レジで精算が終わったときに
は、裏返しになっているバックを表返しの正規のバックに変えるとともに、その中に空に
なった筒形袋を入れて底に伏させてた状態にして、バックに精算済み商品を詰めて持ち帰
る。
【０００９】
　家庭でバックから商品を取り出すと、底に筒形袋があるので、それを取り出しながらバ
ックを裏返しにすると、裏返しの底部が筒形袋の筒口に向かった状態となるので、片手で
口輪を把持しながら摘み手で引き紐を軽く引くと、袋底が少しは引き込まれるが、口輪の
輪口の大きさに引き込みが抑制される結果、引き紐の止着部分と口輪との間で通し帯とと
もにバックがその長手方向へ縮み、バックの高さが半減し、引き続く強い引きにより半減
状態でバックが口輪で絞り込まれて一瞬にしてコンパクトに筒形袋に収納される。この状
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態では手提げ紐は筒口から未納に突出している。
【発明の効果】
【００１０】
　以上説明したように、この発明のショッピング用携帯バックによれば、バックを折り畳
むことなくワンアクションで筒形袋に仕舞うことができるだけでなく、その際に、バック
が高さでほゞ半減した状態で口輪で絞り込まれながら筒形袋に収納されるので、その一連
の動作がワンアクションとなり、携帯にも便利なように非常にコンパクトな仕舞い方とな
る。また、バックを使用するときには、未納に突出している手提げ紐に手を掛け、他方の
手で筒形袋の口輪ないし下端部を持ちながらバックを容易に引き出すことができるという
優れた効果がある。
【００１１】
　加えて、請求項３によれば、仕舞った状態においてウサギなどの顔に愉快に表現される
ことになるので、遊び心をくすぐり楽しく使用することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、この発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１３】
　図面はこの発明の一実施の形態を示したもので、そのショッピング用携帯バックは、ス
ーパーマーケットで購入した商品を詰めるバック１と、それを収納する筒形袋２とからな
り、両方が一対の引き紐３，３により常時不離一体に連係されており、両引き紐３，３の
先端の摘み手５を引くことによりバック１を筒形袋２に引き込んで納めるようになってい
る。バック１と筒形袋２とは、滑りやすい材質の布地により縫製される。初めにスーパー
マーケットで開いた使用状態（図１）の形態で説明する。
【００１４】
　バック１は、袋の形をしておれば良いが、この実施形態では、前後面壁７，７と、左右
側壁９，９とからなる四角立法体の袋として縫製され、前後面壁７，７の上端にそれぞれ
ループ形に手提げ紐１１，１１が縫い付けにより突設される。また、その前後面壁７，７
の内側に、各幅中央に沿って前記引き紐３，３の通し帯１３，１３が縫着されている。つ
まり、前後面壁７，７の上端部から下端にかけてテープ状の布がその両側端部を縫い合わ
せて止められる。そして、引き紐３，３の基端が上端部で糸による止着部１７，１７によ
り止められる。
【００１５】
　両引き紐３，３は、下方では通し帯１３，１３の下端から引き出された直後に筒形袋２
の筒口１８に挿入されている。したがって、図１に示すように、筒形袋２は、使用状態で
は通し帯１３，１３に近いバック１の底に伏せられている。そして、筒形袋２に引き込ま
れた引き紐３，３は、端筒底２３の中央から外へ出してそこに前記した摘み手５が設けら
れている。
【００１６】
　筒形袋２は、傘袋と同じように筒形に縫製された袋であるが、筒口１８にプラスチック
でリング状に形成された口輪１９が縫い込まれている。この場合、筒口１８の布地を外側
へ折り返してその中に口輪１９を入れてある（図２）。２１がその折返片である。また、
袋底２３は、周壁を徐々に絞ることにより形成され、その中心に引き紐３，３の引出口２
５が開けられている。使用状態（図１）では、引出口２５の近くにおいて摘み手５が位置
している。
【００１７】
　この実施形態の場合、摘み手５は、両引き紐３，３が通る玉２７と、両引き紐３，３の
反転ループ２９とから構成され、玉２７が移動しないようにその前後において両引き紐３
，３の結び目３１，３１が設けられている。ちなみに、両引き紐３，３は、反転ループ２
９を作るために一本の紐からなっている。また、筒形袋２の前面には、上部に左右一対の
ボタン３１，３１を眼様に取付け、下部中央に一のボタン３３を口様に取り付けられる。
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【００１８】
　以上は、主として商品を詰める使用状態（図１）の形態で説明したが、次に、仕舞う手
順について説明する。
【００１９】
　使用状態（図１）では、バック１の中に筒形袋２が入っているので、まず、バック１を
裏返しにして筒形袋２を外へ出す（図３）。それから筒口１８の口輪１９を把持しながら
、他方の手で摘み手５を引くと（図４）、バック１の布地が初めに筒口１８で行き詰まる
ために、バック１の上端部が止着部１７，１７で引かれると、その間の布地が通し帯１３
，１３の縮みを伴って縮み（ＬａからＬｂへ）半減するとともに、バック１の全体的嵩が
大幅に縮小する（図５）。そして、引き続き摘み手５を引くと、バック１が口輪１９で絞
り込まれながら引き込まれる（図６）。
【００２０】
　バック１をこうして筒形袋２に収納すると、両手１８から手提げ紐１１，１１だけが顔
を出している（図５参照、なお、両手提げ紐１１，１１は口輪１９の長手方向の左右に分
かれる傾向がある）。バック１からみるとこれは極一部であるので筒形袋２の中に押し込
む必要はなく、そのままにしてけば、ボタン３１，３１が両目として、ボタン３３が口と
して見えると同時に、両手提げ紐１１，１１が両耳として見えることになる。また、折返
片２１が頭にも見えることになる。
【００２１】
　バック１を仕舞った後では、引き紐３，３が長く引き出されているので、それを筒形袋
２の回りに巻き付けておく等して胴巻きに始末しておくことが望ましい。その際には巻き
付けの下に摘み手５を潜らせて止めておいたり、ボタン３１に掛け止めておくことにより
、巻き戻しを防いでおくことができる。また、図５に二点鎖線で示すように、傘袋に見ら
れるようなフック３７による止め紐３５を取り付けておきそれで引き紐３，３のまとめを
止めるようにしておくこともできる等、様々な方法がある。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】この発明のショッピング用携帯バックを商品を詰める使用形態において一部切欠
して示す斜視図である。
【図２】同ショッピング用携帯バックにおける筒形袋の縦断面図である。
【図３】同ショッピング用携帯バックについてバックを裏返して筒形袋に収納する動作寸
前の状態で示す斜視図である。
【図４】同ショッピング用携帯バックをバックの収納動作中の状態で示す斜視図である。
【図５】同ショッピング用携帯バックをバックの収納完了状態において示す平面図である
。
【符号の説明】
【００２３】
　１　バック
　２　筒形袋
　３　引き紐
　５　摘み手
　１１　手提げ紐
　１３　通し帯
　１７　引き紐を止める止着部
　１８　筒口
　１９　口輪
　２５　引出口
　３１，３３　ボタン
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